


ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
開
け
た
五

月
十
日
福
山
市
身
連
は
新
年
度
に
向
け

た
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
度
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
な
っ
て
始

め
て
丸
一
年
間
の
活
動
で
、
法
人
と
し

て
の
福
祉
活
動
を
模
索
し
て
来
た
一
年

で
し
た
が
、
法
人
な
ら
で
は
の
活
動
を

見
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
従
来
通
り
の

活
動
の
報
告
と
今
後
も
同
じ
活
動
目
標

の
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

会
場
は
事
務
所
の
階
上
に
に
あ
る
学

習
室
を
議
場
に
借
り
て
、
当
日
正
会
員

の
内
四
十
五
人
（
委
任
十
六
人
含
）
の

出
席
者
で
総
会
は
成
立
し
、
議
長
は
前

理
事
会
で
提
案
の
あ
っ
た
議
長
団
と
し

甲
斐
賛
会
員
と
田
上
敬
二
会
員
を
選
出

し
て
、
議
長
よ
り
議
事
録
署
名
人
を
指

名
し
て
総
会
の
体
制
は
整
い
ま
し
た
。

議
事
は
前
年
度
事
業
報
告
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
が
、
各
大
会
へ
の
参
加
、
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
、
カ
ラ
オ
ケ
・
作
品
展

等
の
事
業
の
報
告
は
何
の
問
題
も
な
く
、

続
く
会
計
報
告
は
法
人
と
し
て
活
動
計

算
書
か
ら
貸
借
対
照
表
、
財
産
目
録
等

多
く
、
し
か
も
年
度
半
ば
で
事
務
所
移

転
を
し
た
こ
と
で
少
々
複
雑
で
、
い
く

つ
か
の
質
疑
応
答
が
あ
っ
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

新
年
度
案
の
提
案
に
移
り
、
事
業
計

画
案
は
１
ペ
ー
ジ
半
に
わ
た
っ
て
い
ま

し
た
が
、
作
成
者
の
事
務
局
長
が
か
い

つ
ま
ん
で
説
明
し
、
そ
れ
に
伴
う
予
算

案
は
白
石
会
計
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た

が
、
各
事
業
別
の
予
算
が
わ
か
ら
な
い

と
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
会
計
か
ら
の

説
明
で
は
、
事
業
部
ご
と
の
予
算
が
出

揃
わ
ず
結
局
会
計
の
方
で
相
対
的
に
割

り
振
り
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
つ
も

り
で
あ
る
と
の
説
明
で
承
認
と
な
り
ま

し
た
。

次
は
今
年
度
役
員
の
任
期
満
了
に
よ

る
役
員
改
選
で
、
前
理
事
会
で
留
任
、

退
任
の
意
向
を
打
診
し
て
あ
っ
た
理
事

１
９
名
と
監
事
２
名
の
候
補
者
を
発
表

し
て
、
そ
の
承
認
を
求
め
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
前
の
理
事
会
に
お
い
て
代
表
理

事
の
選
任
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
つ
い

て
お
ら
ず
総
会
を
暫
時
休
憩
と
し
て
、

理
事
会
を
事
務
所
に
お
い
て
開
き
、
理

事
長
を
決
め
て
、
総
会
に
提
示
了
承
を

求
め
る
た
め
選
出
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
選
任
は
互
選
に
よ
る
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
２
人
の
推
薦
候
補
者
で
決
着

つ
か
ず
、
無
記
名
投
票
に
よ
る
選
挙
で

決
め
る
事
に
し
、
結
果
三
島
茂
理
事
が

代
表
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

本
来
こ
こ
で
副
理
事
長
、
事
務
局
長

も
決
め
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
総
会
議

場
に
会
員
を
待
た
せ
て
の
理
事
会
な
の

で
、
他
の
役
員
は
、
後
日
理
事
会
を
継

続
し
て
開
く
こ
と
に
し
、
総
会
に
戻
り

理
事
会
の
結
果
を
報
告
し
、
承
認
さ
れ

三
島
氏
の
就
任
の
挨
拶
が
あ
り
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

連
合
会
歴
代
会
長
の
な
か
で
田
中
会
長

が
最
も
長
く
会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た

が
、
そ
れ
に
次
ぐ
足
掛
け
十
年
程
、
連

合
会
会
長
、
そ
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
理
事

長
と
し
て
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
皆

様
の
ご
協
力
で
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
れ

た
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

で
理
事
長
を
降
り

（
次
頁
へ
）
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役職名 氏名 所属協会 〒 住所 電話 備考

理事 鎌刈　　拓也 加茂協会 720-2416 加茂町粟根３０１ ９７２－２０９５ 顧問

理事 前川　　昭夫 視覚協会 720-0411 熊野町乙１４４９－１ ９５９－０７８１ 顧問

理事長 三島　　茂 新市協会 729-3101 新市町戸手７９０－３ ０８４７－５１－３３３０

副理事長 村上　　友一 福山協会 721-0975 西深津町２－４－３７－１０５ ９２１－１３９９

副理事長 甲斐　　賛 芦田協会 720-1262 芦田町下有地甲１９４９ ９５８－２５６６

副理事長 井上　　佐智子 難聴協会 720-0836 瀬戸町長和２５９６－１７ ９５１－６３６５F

副理事長 藤井　　貢 視覚協会 720-0941 引野町北１丁目９－２－３ ９４３－２８５０

理事・事務局長 江草　　忠儀 福山協会 720-0083 久松台３丁目２２－１５ ９２６－４３０５

理事・会計 白石　　憲弐 福山協会 720-0843 赤坂町赤坂２０６２ ９５１－０３３５

理事 田上　　敬二 神辺協会 720-2114 神辺町上竹田４１６－４７ ９６６－１６３４

理事 根本　　敏太郎 視覚協会 720-0832 水呑町３００－７ ９２０－５３２３

理事 門田　　潤美 聴覚協会 720-0083 久松台３－１３－２４ ９２６－６３８０F

理事・出納係 大村　　徳子 福山協会 720-0092 山手町９４３－５ ９５１－３１０３ 新任

理事 重藤　　弘明 新市地区 729-3103 新市町新市１０９４－５ ０８４７－５１－８６６７

理事 坪山　　明生 車イス協会 729-0252 本郷町６９５　（はるお） ９３６－０５６６ 新任

理事 石黒　　義美 駅家協会 720-1146 駅家町大橋３２７－５ ９７６－０６２８

理事 大成　　敏正 視覚協会 720-0841 津之郷町津之郷１２１０－２ ９５２－１９２３

理事 藤原　　信弘 加茂協会 720-2419 加茂町字上加茂６３－４６ ９７２－８１５４ 新任

理事 小川　　愛二 松永 729-0252 本郷町４０４－２ ９３６－０３２１

監事 鴨田　　弘道 駅家協会 720-2524 駅家町助元２２５ ９７８－０５５０

監事 園生　　浩治 神辺協会 720-2124 神辺町川南３１６－２ ９６２－１２５２

福山市身連役員名簿

（
前
頁
か
ら
続
く
）

ま
し
て
も
、
連
合
会
に
所
属
し
て
お
り

福
山
に
住
ん
で
お
る
こ
と
で
あ
り
、
今

後
共
会
員
と
し
て
協
力
し
て
い
く
所
存

で
す
。
在
任
中
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
山
市
身
連
の

役
員
改
選
で
新
理
事
長
に
選
ば
れ
ま
し

た
三
島
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
大
変
光
栄

な
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

福
山
市
に
合
併
以
来
ロ
ー
カ
ル
出
身

と
言
っ
て
き
ま
し
た
が
、
連
合
会
の
大

役
を
受
け
た
か
ら
に
は
こ
れ
か
ら
は
そ

ん
な
こ
と
は
言
っ
て
は
お
れ
ま
せ
ん
。

本
日
は
私
理
事
長
が
決
定
さ
れ
た
ば

か
り
で
、
執
行
部
の
体
制
造
り
は
こ
れ

か
ら
で
す
し
、
私
も
こ
れ
か
ら
改
め
て

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
考
え
、
皆
様
と

ど
の
よ
う
な
活
動
が
で
き
る
か
、
次
の

理
事
会
ま
で
に
目
標
な
ど
ご
提
案
で
き

る
よ
う
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

当
面
す
ぐ
大
き
な
行
事
が
控
え
て
お
り

ま
す
が
、
早
め
に
役
員
を
決
め
、
活
動

の
目
標
を
決
め
て
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
得
て
、
活
動
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

時
間
的
制
約
の
あ
っ
た
総
会
中
の
理

事
会
を
総
会
後
十
五
日
と
決
め
て
お
り

ま
し
た
が
、
前
理
事
長
、
前
事
務
局
長

の
都
合
悪
く
、
十
三
日
に
再
開
と
連
絡

し
て
開
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
理
事
会
は
新
理
事
長
の
改
選
に

よ
る
今
後
の
執
行
部
の
円
滑
な
活
動
の

た
め
に
と
い
う
こ
と
で
、
新
理
事
長
か

ら
副
理
事
長
候
補
に
村
上
理
事
、
甲
斐

理
事
、
井
上
理
事
、
藤
井
貢
理
事
の
４

名
の
名
前
を
挙
げ
、
藤
井
理
事
が
返
事

を
保
留
と
し
た
ほ
か
は
決
定
、
事
務
局

長
に
江
草
理
事
を
指
名
し
、
即
決
定
、

当
面
事
務
次
長
は
適
任
者
が
決
ま
ら
ず

未
定
、
会
計
は
白
石
理
事
の
留
任
、
出

納
係
に
大
村
理
事
を
あ
て
体
制
は
で
き

ま
し
た
。
事
業
責
任
者
の
話
も
出
ま
し

た
が
、
活
動
方
法
と
共
に
再
考
案
も
あ

り
、
広
報
部
以
外
流
動
的
で
す
。

三
島
理
事
長
か
ら
今
後
の
協
力
を
求

め
、
事
務
局
長
か
ら
早
速
６
月
の
連
絡

会
の
日
程
の
提
案
で
、
す
で
に
相
談
協

の
予
定
が
あ
り
、
同
日
開
催
の
段
取
り

で
決
定
さ
れ
、
新
年
度
体
制
の
出
発
と

な
り
ま
し
た
。

２

三
島
新
理
事
長
挨
拶

継
続
理
事
会
議
事



第
一
日

五
月
二
十
五
日
朝
晴
天
、
温
度
25
Ｃ
快

適
で
あ
る
。
八
時
十
五
分
、
福
山
駅
に

三
島
茂
、
田
中
克
明
、
園
生
浩
治
、
大

村
徳
子
、
村
上
孝
江
、
東
昭
子
、
坪
山

明
生
、
江
草
忠
儀
と
福
山
市
身
連
の
大

会
参
加
者
八
名
全
員
揃
う
。

福
山
駅
八
時
二
十
四
分
発
、
九
州
新

幹
線
の
「
さ
く
ら
五
四
五
号
」
で
出
発
。

車
内
は
通
路
を
挟
ん
で
二
席
づ
つ
の
座

席
で
広
く
快
適
で
あ
る
。

福
山
駅
を
出
て
二
十
七
分
、
も
う
広

島
駅
で
あ
る
。
こ
こ
で
広
島
県
身
連
一

行
五
十
四
人(

先
発
の
県
身
連
会
長
と

事
務
局
長
を
除
く)

が
こ
の
さ
く
ら
に

全
員
乗
車
。
ま
た
、
宮
崎
大
会
旅
程
全

般
の
世
話
を
し
て
く
れ
る
「
名
鉄
観
光

の
添
乗
員
二
人
も
乗
車
。
県
身
連
の
山

中
職
員
と
共
に
、
大
会
参
加
者
に
対
し

て
な
に
く
れ
と
な
く
世
話
を
焼
い
て
く

れ
る
。

「
さ
く
ら
」
は
新
山
口
、
小
倉
、
博

多
と
順
調
に
走
り
、
福
山
駅
か
ら
二
時

間
二
十
四
分
で
新
八
代
駅
に
到
着
。
こ

こ
で
バ
ス
二
台
が
待
っ
て
お
り
、
１
号

車
は
車
い
す
用
リ
フ
ト
付
き
大
型
バ
ス

で
、
鹿
児
島
交
通
の
バ
ス
で
あ
る
。

こ
れ
に
車
い
す
の
坪
山
さ
ん
と
大
村
、

村
上
、
東
、
さ
ん
な
ど
福
山
の
女
性
が

乗
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
他
の
福
山
連

中
は
２
号
車
に
乗
る
。

２
号
車
は
中
型
車
で
宮
崎
の
三
交
バ

ス
、
「
運
転
手
冨
吉
、
ガ
イ
ド
田
中
美

穂
」
こ
の
ガ
イ
ド
は
八
十
キ
ロ
は
優
に

超
え
て
い
そ
う
な
五
十
歳
く
ら
い
な
女

性
で
あ
っ
た
が
、
博
識
で
ユ
ー
モ
ア
に

富
ん
だ
案
内
で
、
三
日
間
一
行
を
少
し

も
退
屈
さ
せ
な
か
っ
た
。

バ
ス
は
九
州
自
動
車
道
に
入
り
人
吉

Ｉ
Ｃ
で
一
旦
下
り
て
「
あ
ゆ
の
里
」
で

昼
食
。
名
前
は
「
あ
ゆ
の
里
」
で
あ
る

が
、
食
事
に
は
あ
ゆ
の
あ
の
字
も
な
い
。

１
・
２
号
車
に
分
か
れ
た
福
山
組
は
、

一
か
所
に
並
ん
で
昼
食
。

食
後
、
少
し
買
い
物
な
ど
を
し
て
バ

ス
は
再
び
人
吉
Ｉ
Ｃ
か
ら
九
州
自
動
車

道
に
入
り
、
え
び
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

か
ら
宮
崎
自
動
車
道
に
入
る
。
霧
島
Ｓ

Ａ
で
休
憩
し
て
自
動
車
道
終
点
の
宮
崎

Ｉ
Ｃ
で
下
り
る
。

青
島

鬼
の
洗
濯
板

十
五
時
過
ぎ
二
台
の
バ
ス
は
「
鬼
の

洗
濯
板
」
で
有
名
な
青
島
海
岸
に
到
着
。

鬼
の
洗
濯
板
の
前
で
一
行
は
記
念
写
真
。

弥
生
橋
を
渡
れ
ば
周
囲
一
・
五
キ
ロ
の

青
島
と
青
島
神
社
が
あ
る
。
一
行
は
障

害
者
で
も
あ
り
、
疲
れ
て
い
る
の
で
橋

を
渡
る
人
は
殆
ど
い
な
い
。
今
日
の
唯

一
の
観
光
を
終
え
て
バ
ス
は
、
十
六
時

頃
ホ
テ
ル
に
到
着
。

ホ
テ
ル

ホ
テ
ル
は
全
日
本
航
空
の
「
ホ
リ
デ
ィ
・

イ
ン
・
リ
ゾ
ー
ト
宮
崎
」
と
言
う
ホ
テ

ル
で
あ
る
。
さ
す
が
に
立
派
な
ホ
テ
ル

で
あ
る
。
さ
す
が
に
と
言
う
の
は
、
福

山
か
ら
は
今
回
の
参
加
費
八
万
余
円
、

高
額
に
似
合
っ
た
ホ
テ
ル
で
あ
る
。

ホ
テ
ル
の
七
階
と
六
階
に
入
り
、
ま

ず
入
浴
を
し
て
疲
れ
を
流
し
、
十
八
時

三
十
分
か
ら
夕
食
で
あ
る
。
こ
こ
で
も

福
山
一
行
は
固
ま
っ
て
並
ぶ
。
夕
食
に

は
最
初
の
乾
杯
分
は
ビ
ー
ル
が
出
る
。

後
は
各
自
持
ち
で
好
き
に
飲
む
。

二
十
時
頃
、
福
山
連
中
の
誰
か
ら
と

も
な
く
声
が
出
て
、
福
山
連
中
は
ホ
テ

ル
内
の
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
で
歌
う
。

第
二
日

ホ
テ
ル
を
八
時
三
十
分
出
発
し
て
、

「
第
六
十
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大

会
・
み
や
ざ
き
大
会
」
の
「
シ
ー
ガ
イ

ア
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
に
九

時
到
着
。

会
場
の
雛
壇
の
両
側
に

「
障
害
者
差
別
解
消
法
の
理
解
啓
発
を

図
ろ
う
」
と

「
日
身
連
な
ら
び
に
加
盟
団
体
組
織
体

制
の
強
化
を
図
ろ
う
」

の
二
本
の
懸
垂
幕
が
懸
っ
て
い
る
。

大
会
は
次
第
に
沿
っ
て
型
の
ご
と
く

第
60
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

平
成
27
年
５
月
25
日(

月)

～
27
日(

水)
み
や
ざ
き
大
会
旅
行
記

江
草

忠
儀

３



進
む
。
日
身
連
会
長
表
彰
受
賞
者
五
十

一
名
、
広
島
県
は
庄
原
市
の
「
小
田
龍

雄
氏
」
が
栄
誉
を
受
け
ら
れ
、
宮
崎
県

知
事
、
宮
崎
市
長
を
は
じ
め
来
賓
の
祝

辞
な
ど
も
終
わ
っ
て
、
第
一
部
の
式
典

が
終
了
。

第
二
部
の
事
告
、
事
業
計
画
、
大
会

宣
言
、
大
会
決
業
報
議
も
粛
々
と
終
わ

り
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
「
高
千
穂
の

夜
神
楽
」
が
舞
わ
れ
る
。
正
直
、
広
島

県
の
神
楽
の
方
が
迫
力
が
あ
る
。

最
後
に
、
来
年
の
全
国
大
会
は
京
都

が
決
定
さ
れ
、
万
歳
三
唱
し
て
終
わ
る
。

大
会
終
了

(

指
数
の
関
係
で
超
省
略)

大
会
終
了
後
か
ら
県
身
連
鎌
刈
会
長

と
小
畑
事
務
局
長
が
加
わ
ら
れ
る
。
会

場
で
弁
当
を
摂
り
バ
ス
に
乗
車
。
バ
ス

は
有
名
な
「
鵜
戸
神
宮
」
を
見
な
が
ら

日
南
海
岸
を
南
下
す
る
。
そ
し
て
、

「
モ
ア
イ
像
」
が
あ
る
サ
ン
メ
ッ
セ
日

南
に
着
く
。
こ
こ
で
約
五
十
分
見
学
し

モ
ア
イ
像
を
バ
ッ
ク
に
記
念
写
真
な
ど

を
と
る
。

飫
肥
城
址

バ
ス
は
そ
こ
か
ら
山
間
部
に
入
り
、

飫
肥
城
址(

こ
こ
は
小
京
都
と
言
わ
れ

た
町
」
に
着
き
、
町
の
案
内
図
に
四
枚

の
商
品
引
換
券
が
付
い
た
も
の
を
渡
さ

れ
、
町
を
歩
き
な
が
ら
気
に
入
っ
た
商

品
を
券
と
引
き
換
え
に
す
る
。
煎
餅
と

お
茶
。
お
箸
な
ど
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
大
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
。

バ
ス
は
そ
こ
か
ら
一
旦
海
岸
に
下
り

て
「
北
郷
温
泉
」
な
る
山
中
に
入
る
。

ホ
テ
ル

山
の
中
腹
の
「
ホ
テ
ル
ジ
ェ
ィ
ズ
日

南
リ
ゾ
ー
ト
」
に
到
着
。
全
く
の
山
中

な
が
ら
誠
に
立
派
な
ホ
テ
ル
で
あ
る
。

夕
食
は
十
八
時
か
ら
、
福
山
は
固
ま

る
。
今
夜
も
乾
杯
用
の
ビ
ー
ル
は
名
鉄

観
光
か
ら
、
後
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
持
ち
。

早
い
夕
食
だ
と
思
っ
た
ら
、
参
加
者

全
員
に
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
え
と
言
う
。
名

調
子
も
音
痴
も
取
り
混
ぜ
て
賑
や
か
に

や
る
。

第
三
日

翌
朝
窓
か
ら
外
を
見
る
と
、
眼
前
に

立
派
な
ゴ
ル
フ
場
が
広
が
っ
て
い
た
。

道
理
で
、
狐
狸
が
出
そ
う
な
山
中
に
立

派
な
ホ
テ
ル
、
な
ぜ
か
と
思
っ
た
。

バ
ス
は
八
時
出
発
。
山
中
を
宮
崎
方

向
に
走
っ
て
田
野
Ｉ
Ｃ
か
ら
宮
崎
自
動

車
道
に
、
二
日
前
に
休
憩
し
た
霧
島
Ｓ

Ａ
で
休
憩
。
次
に
え
び
の
高
原
で
も
休

憩
。
鹿
児
島
へ
下
り
て
「
ホ
テ
ル
京
セ

ラ
」
で
昼
食
。
広
大
な
庭
は
六
階
か
七

階
の
上
ま
で
周
囲
が
透
明
な
ガ
ラ
ス
で

覆
わ
れ
、
陽
が
燦
々
と
当
た
る
の
に
、

エ
ア
コ
ン
で
温
度
調
整
し
て
い
る
の
に

驚
く
。
そ
こ
で
昼
食
。

バ
ス
は
、
そ
こ
か
ら
「
く
ろ
ず
情
報

館
壺
畑
を
見
学
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

そ
こ
を
飛
ば
し
て
桜
島
に
行
く
こ
と
に

な
る
。

桜
島

桜
島
は
、
現
在
活
発
に
活
動
を
し
て

い
て
白
い
煙
が
高
く
上
が
っ
て
い
た
。

バ
ス
は
桜
島
の
裏
側
の
鹿
児
島
湾
の
奥

を
ぐ
る
っ
と
回
っ
て
、
桜
島
溶
岩
道
路

か
ら
桜
島
に
入
る
。
荒
涼
た
る
溶
岩
に

桜
島
の
灰
が
積
も
り
、
凄
ま
じ
い
ば
か

り
の
姿
で
あ
る
。
普
通
は
桜
島
の
中
腹

に
あ
る
展
望
台
に
行
け
る
が
、
現
在
は

禁
止
さ
れ
て
い
る
。
途
中
で
バ
ス
を
止

め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
言
う
。

桜
島
を
約
半
周
し
て
港
で
バ
ス
を
降
り
、

桜
島
を
バ
ッ
ク
に
そ
れ
ぞ
れ
記
念
撮
影

な
ど
を
す
る
。

十
五
時
四
十
五
分
フ
ェ
リ
ー
で
鹿
児

島
に
渡
る
。
市
内
は
桜
島
の
灰
が
一
セ

ン
チ
く
ら
い
積
も
り
、
隅
に
は
吹
き
溜

ま
り
も
あ
る
。
車
の
ワ
イ
パ
ー
も
い
き

な
り
か
け
る
と
ガ
ラ
ス
が
傷
だ
ら
け
に

な
る
と
言
う
。
日
常
生
活
が
大
変
だ
ろ

う
と
思
う
。

鹿
児
島
中
央
駅

十
六
時
過
ぎ
に
鹿
児
島
中
央
駅
に
到

着
。
こ
こ
で
名
ガ
イ
ド
と
も
別
れ
て
駅

に
入
る
。
駅
は
新
幹
線
開
業
に
合
わ
せ

て
見
違
え
る
ほ
ど
立
派
に
な
っ
て
い
る
。

広
い
コ
ン
コ
ー
ス
に
は
旅
行
客
の
買
い

気
を
そ
そ
る
よ
う
な
土
産
物
が
見
渡
す

限
り
並
ん
で
い
る
。
す
で
に
方
々
で
土

産
物
を
買
っ
た
大
会
参
加
者
は
、
こ
こ

で
も
ま
た
買
わ
さ
れ
て
い
る
。

十
六
時
五
十
分
頃
、
全
員
新
幹
線
ホ
ー

ム
に
上
が
る
。
十
七
時
五
分
、
「
さ
く

ら
五
六
八
号
」
が
発
車
。
広
島
駅
十
九

時
五
十
分
、
こ
こ
で
福
山
市
身
連
と
庄

原
市
の
小
田
龍
雄
氏
以
外
は
下
車
。
東

広
島
、
三
原
、
新
尾
道
の
人
々
は
、
こ

だ
ま
に
乗
り
換
え
る
。

福
山
駅
二
十
時
十
五
分
、
鹿
児
島
か

ら
わ
ず
か
に
三
時
間
十
分
で
着
く
。
さ

す
が
に
新
幹
線
で
あ
る
。
こ
う
し
て
全

員
無
事
で
、
手
に
手
に
お
土
産
を
持
ち
、

「
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
」
と
手
を
振
っ

て
別
れ
る
。
こ
う
し
て
宮
崎
大
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

４



福
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
二
〇
一

五
年
の
第
二
回
評
議
員
会
が
五
月
二
九

日
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
の
多
目
的
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
平
成
二
六
年
度
の
事

業
報
告
、
決
算
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

先
ず
事
業
報
告
は
各
部
門
別
に
そ
の

担
当
者
に
よ
っ
て
、
協
議
会
の
運
営
、

地
域
事
業
、
み
ま
も
り
事
業
、
介
護
保

険
事
業
別
に
、
こ
こ
三
年
間
の
推
移
を

比
較
し
な
が
ら
報
告
さ
れ
て
、
社
協
を

取
り
巻
く
周
り
の
変
化
に
も
大
き
く
影

響
さ
れ
て
、
決
算
の
収
入
・
支
出
の
増

減
が
あ
る
と
説
明
が
あ
り
、
こ
こ
の
と

こ
ろ
介
護
事
業
所
が
多
く
な
り
、
社
協

を
利
用
し
て
い
た
人
が
地
元
の
施
設
に

移
る
な
ど
社
協
の
利
用
者
減
に
な
っ
た

こ
と
、
ま
た
最
近
は
核
家
族
化
し
て
い

て
尚
家
族
葬
が
増
え
、
香
典
の
や
り
と

り
が
減
っ
た
こ
と
で
、
香
典
返
し
の
寄

付
の
減
少
傾
向
が
止
ま
ら
ず
、
そ
れ
が

数
字
に
出
て
い
ま
し
た
。

議
事
に
入
る
前
、
先
ず
社
協
の
新
職

員
三
名
（
守
山
氏
を
含
む
）
の
紹
介
が

あ
り
、
各
団
体
か
ら
の
理
事
も
役
員
改

選
で
三
名
の
交
代
が
紹
介
さ
れ
、
評
議

員
も
、
市
か
ら
の
福
祉
部
長
、
児
童
部

長
の
移
動
等
で
こ
れ
も
三
名
の
交
代
が

発
表
さ
れ
、
そ
し
て
議
事
終
了
後
に
は

北
村
会
長
が
発
言
さ
れ
、
五
年
間
の
会

長
を
退
職
し
ま
す
と
辞
任
の
挨
拶
を
さ

れ
ま
し
た
。
次
期
会
長
は
六
月
一
日
の

理
事
会
を
経
て
発
表
さ
れ
ま
す
。

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
３
階
の
団
体
活

動
室
を
利
用
し
て
い
る
団
体
の
総
会
が

五
月
二
三
日
団
体
活
動
室
で
あ
り
ま
し

た
。私

た
ち
連
合
会
は
今
、
事
務
所
を
持

つ
こ
と
が
で
き
て
、
大
き
な
必
要
性
は

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
独
自
の
事
務
所

を
持
た
な
い
団
体
は
こ
の
活
動
室
で
専

用
の
デ
ス
ク
を
も
ら
え
、
二
〇
余
名
の

会
議
の
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す

の
で
大
変
便
利
で
、
西
側
の
壁
に
は
一

面
ラ
ッ
ク
が
置
か
れ
て
各
団
体
で
区
画

し
い
ろ
い
ろ
な
道
具
類
を
保
管
で
き
ま

す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
お
互
い

迷
惑
の
な
い
よ
う
使
う
た
め
話
し
合
う

総
会
と
い
う
こ
と
で
す
。

当
日
連
絡
事
務
費
の
年
間
会
費
の
五

〇
〇
円
を
収
め
、
持
ち
回
り
で
今
年
世

話
人
の
方
の
司
会
で
会
議
と
な
り
、
持

ち
込
み
の
品
が
多
す
ぎ
て
手
狭
に
な
っ

て
い
る
の
で
今
年
か
ら
、
台
車
な
ど
他

の
団
体
に
使
わ
れ
て
も
い
い
も
の
だ
け

に
し
て
整
理
出
来
、
こ
れ

か
ら
あ
ま
り
使
わ
な
い
茶

器
な
ど
も
整
理
す
る
話
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
特
に
注
意
の
あ
っ

た
事
は
会
議
に
使
用
し
た

時
予
約
で
書
い
た
人
数
と
使
用
後
の
人

数
の
書
き
込
み
が
さ
れ
て
な
い
場
合
が

多
く
、
使
用
後
の
書
き
込
み
が
セ
ン
タ
ー

に
対
す
る
実
績
と
な
る
の
で
必
ず
記
入

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
言
う
こ
と
で
し

た
。

５

二
〇
一
五
年
第
二
回
評
議
員
会
開
催

日
時

平
成
二
七
年
五
月
二
九
日

会
場

す
こ
や
か

多
目
的
ホ
ー
ル

社
福
法
人
福
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

す
こ
や
か
団
体
活
動
室
利
用
者
会
総
会

平
成
二
七
年
五
月
二
三
日

団
体
活
動
室
に
て

本、市身連通信１２号ですこやかセンターの１階の自動販売機で、市身連の

権利をもらっているのは、コカ・コーラとお伝えしましたが、これは自販機の

設置や、メンテナンスをされているのが、両方共コカ・コーラ社ということを

勘違いしていた事が判明しました。市身連の会計と広報部で業者や保険所に確

認に行き調べてもらったところ、コカ・コーラ飲料はどこかの父母の会さんで、

我々の連合会のは、明治乳業の紙パックの方の販売機でした。

これからは炭酸飲料より、乳製品の入った飲料のファンになって大いにご利

用ください。

連合会の自動販売機はＭeijiの紙パックでした！



恒
例
の
福
山
市
の
障
が
い
者
相
談
員

に
対
す
る
研
修
会
が
今
年
も
す
こ
や
か

セ
ン
タ
ー
（
地
域
ケ
ア
研
修
室
）
で
あ

り
ま
し
た
。

今
年
障
が
い
福
祉
課
長
に
就
任
さ
れ

た
尾
崎
課
長
の
挨
拶
後
研
修
に
入
り
、

最
初
は
身
体
障
害
手
帳
の
認
定
の
変
更

が
あ
っ
た
こ
と
で
、
支
援
担
当
の
中
山

康
孝
次
長
が
講
習
を
し
、
大
き
く
変
化

の
あ
っ
た
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
入
れ
た

人
の
等
級
の
判
定
や
、
最
近
非
常
に
多

く
な
っ
た
人
工
関
節
を
入
れ
た
人
の
等

級
が
以
前
は
一
律
四
級
だ
っ
た
が
今
後

四
級
以
下
非
該
当
の
場
合
も
あ
る
よ
う

に
判
定
基
準
の
変
わ
っ
た
事
等
の
説
明

が
あ
り
、
久
し
ぶ
り
に
身
体
障
害
に
直

接
関
係
す
る
話
だ
っ
た
の
で
、
説
明
後

い
く
つ
か
質
問
が
出
る
講
習
で
し
た
。

続
い
て
、
社
協
の
安
心
生
活
み
ま
も

り
セ
ン
タ
ー
の
守
山
氏
に
よ
る
「
障
害

者
差
別
解
消
法
に
つ
い
て
」
の
講
演
で

こ
の
課
題
に
つ

い
て
は
も
う
何

度
目
か
の
研
修

で
す
が
、
障
害

者
が
健
常
者
と

変
わ
ら
な
い
生

活
を
で
き
る
た

め
の
設
備
、
イ

ン
フ
ラ
を
求
め
る
こ
と
と
、
大
き
く
は

人
の
心
に
差
別
さ
せ
る
気
持
ち
を
無
く

す
事
で
す
か
ら
簡
単
に
で
き
る
こ
と
と

言
え
ず
、
行
政
も
施
設
の
改
良
等
今
後

や
る
事
を
考
え
ま
す
と
以
前
と
同
じ
く

い
つ
も
通
り
市
の
相
談
員
研
修
会
に

引
き
続
き
相
談
員
協
議
会
の
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
を
終
え
て
少
し
休
憩
を
取
り

総
会
と
な
り
、
先
ず
連
合
会
と
の
関
連

で
今
年
度
か
ら
会
長
を
交
代
す
る
前
川

会
長
の
退
任
を
頭
に
置
い
た
挨
拶
が
あ
っ

て
、
議
長
に
甲
斐
相
談
員
を
選
ん
で
、

今
年
は
連
合
会
に

な
ら
っ
て
議
事
録

署
名
人
も
指
名
し

て
議
事
に
入
り
ま

し
た
。

事
業
報
告
で
は

福
山
で
は
身
体
、

知
的
、
精
神
障
が
い
を
一
本
化
し
て
あ

る
た
め
お
互
い
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
と

る
の
が
難
し
く
繋
が
り
を
持
ち
た
い
が

今
年
も
ダ
メ
で
し
た
と
例
年
通
り
の
報

告
で
、
具
体
的
な
自
主
活
動
は

な
し
で

し
た
。

決
算
報
告
は
書
面
に
い
く
つ
か
不
備

が
あ
り
ま
し
た
が
、
数
字
に
間
違
い
は

な
く
承
認
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
事
業
計
画
等
も
前
年
度
役

員
で
作
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年

何
年
ぶ
り
か
の
役
員
改
選
で
会
長
以
下

執
行
部
が
代
わ
り
、
全
体
の
方
針
は
引

き
継
い
で
行
き
ま
す
が
、
具
体
的
な
活

動
等
は
提
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
新
執
行

部
は
今
後
の
計
画
を
早
速
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

議
事
の
最
後
は
役
員
改
選
で
、
相
談

員
協
議
会
は
、
慣
例
で
市
身
連
の
幹
部

が
務
め
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
会
長
、

事
務
局
長
は
そ
の
ま
ま
同
じ
人
で
し
た

が
、
江
草
事
務
局
長
は
現
在
相
談
員
を

降
り
て
お
り
、
規
約
を
改
正
し
て
相
談

役
と
し
て
、
市
身
連
・
相
談
協
の
連
携

を
と
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ほ
か
の
役
員
、
理
事
は
ほ
と
ん
ど
留

任
の
人
が
多
く
変
わ
ら
れ
る
人
は
２
，

３
人
で
す
が
、
役
名
・
氏
名
・
電
話
番

号
だ
け
で
も
掲
載
し
た
ほ
う
が
い
い
か

と
思
い
、
載
せ
て
お
き
ま
す
。

現
在
の
相
談
員
の
任
期
は
後
一
年
で

す
が
、
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
な
ど
相

談
員
総
員
で
対
応
を
考
え
る
な
ど
、
出

来
る
だ
け
活
発
な
活
動
が
で
き
る
よ
う

皆
様
の
協
力
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

６

障
が
い
者
相
談
員
研
修
会

日
時

平
成
二
七
年
六
月
一
二
日

場
所

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
研
修
室

福
山
市
平
成
二
七
年
度

障
が
い
者
相
談
員
協
議
会
総
会

研
修
会
後

同
会
場
に
て

こ
れ
か
ら
の
課
題
と
い
う
話
で
し
た
。

そ
の
あ
と
は
相
談
員
の
活
動
報
告
に

な
り
ま
し
た
が
、
発
言
者
が
決
ま
っ
て

な
く
、
藤
井
貢
氏
が
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー

と
し
て
報
告
し
、
前
回
は
視
覚
障
害
の

人
の
報
告
で
し
た
が
、
今
回
は
精
神
の

人
等
の
相
談
で
年
間
２
０
０
～
３
０
０

件
に
及
ぶ
と
い
う
素
晴
ら
し
い
活
動
を

さ
れ
て
い
る
報
告
が
あ
っ
て
、
あ
と
は

福
祉
課
か
ら
昨
年
度
の
相
談
員
全
員
の

報
告
の
ま
と
め
が
発
表
さ
れ
て
、
研
修

会
は
終
了
に
な
り
ま
し
た
。
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所属 氏名 電話 相談協 所属 氏名 電話 相談協

芦田 甲斐　賛 958-2566 理事 新市地区 重藤　弘明 0847-51-8667 理事

(視覚) 中路　英雄 958-3937 新市 中谷　博太郎0847-51-4515

駅家 石黒　義美 976-0628 理事 山本　清人 0847-51-3185

高橋　孝子 976-7529 三島　茂 0847-51-3330 会長

三甲野　節夫 976-4427 聴・中途 高橋　忍 FAX 983-3204

栗原　伊佐美 976-0859 坂井　章 FAX 951-3289

加茂 鎌刈　拓也 972-2095 顧問 井上　佐智子FAX 951-6365 理事

森岡　猛 972-8397 福山 種本　益明 953-5861

藤原　信弘 972-8154 理事 大村　徳子 951-3103

高橋　正通 972-4180 村上　友一 921-1399 副会長

神辺 園生　浩治 962-1252 次長・会計 盛次　紀行　941-3090

長谷川　公三 962-0103 中山　正 925-3597

田上　敬二 966-1634 事務局長 白石　憲弍 951-0335 監事

伊藤　達雄 963-0623 藤井　武儀 923-3647 事務次長

車いす 谷本　博美 931-9535 ＊　連合会以外

菅原　晃 954-1937 ＊内部 三島　健治郎921-4048 副会長

坪山　明生 936-0566 理事 ＊聴・言語 金尾　千三 FAX 925-3616

視覚 前川　昭夫 959-0781 顧問 門田　潤美 FAX 926-6380

藤井　貢 943-2850 理事 宇田　忠生 FAX 923-1137

岩崎　周市 0847-51-5407 吉岡　貞子 FAX 965-0597

根本　敏太郎 920-5323 理事 ＊（沼隈） 佐藤　正夫 987-0997

佐藤　行伸 934-2509 渡邉　正治 987-0392 理事

中村　悦子 943-5684 ○　身体以外の協議会理事

松永 小川　愛二 936-0321 ＊知的 高橋　洋子 975-3455 理事

駒場　直一 934-0565 ＊精神 岡　　優範 090-3635-7374 理事

精神 池田　輝美 924-5185 理事

２０１４～２０１５年福山市障がい者相談員名簿

７

2015年相談員協議会の役員改選があり、今年から2年間の運営にあたります。



神
辺
協
会
は
今
年
度
協
会
行
事
と
し

て
計
画
さ
れ
て
い
た
ふ
れ
あ
い
交
流
会

を
六
月
十
日
神
辺
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。

梅
雨
に
入
っ
て
の
日
程
で
し
た
が
当

日
は
夏
日
の
晴
天
で
、
公
民
館
等
か
ら

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
送
迎
し
て
く
れ
ま
す

の
で
大
半
の
参
加
者
は
そ
れ
で
セ
ン
タ
ー

へ
向
か
い
ま
し
た
。
町
内
各
地
か
ら
の

会
員
さ
ん
に
、
連
合
会
か
ら
三
島
会
長

初
め
何
名
か
体
験
参
加
し
、
先
ず
ビ
デ

オ
を
見
て
の
研
修
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

園
生
氏
の
司
会
で
田
上
会
長
の
挨
拶

に
続
き
市
身
連
三
島
新
理
事
長
が
挨
拶

を
し
て
、
参
加
者
の
紹
介
後
「
秋
桜
の

咲
く
日
」
と
い
う
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候

群
の
青
年
の
ド
ラ
マ
を
見
て
そ
の
感
想

文
を
書
く
事
で
研
修
を
終
え
、
午
前
中

は
昨
年
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
さ
れ
た

よ
う
で
す
が
、
今
年
は
先
約
が
あ
り
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
楽
し
む
予
定
で
、
会
長

が
ガ
ラ
ガ
ラ
を
回
し
て
ビ
ン
ゴ
を
目
指

し
、
リ
ー
チ
ま
で
は
次
々
声
が
出
ま
す

が
、
な
か
な
か
ビ
ン
ゴ
が
少
な
く
、
最

後
は
リ
ー
チ
で
Ｏ
Ｋ
と
商
品
を
も
ら
っ

て
、
昼
食
タ
イ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
の
会
費
は
５
０
０
円
で
す
が

千
円
の
弁
当
が
出
て
、
お
茶
だ
け
で
な

く
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル
や
ゲ
ー
ム

の
賞
品
も
揃
え
て
あ
り
ま
し
た
の
で
、

協
会
費
以
外
に
会
長
、
副
会
長
の
差
し

入
れ
が
し
っ
か
り
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

昼
食
の
弁
当
を
頂
い
た
あ
と
は
昨
年

と
同
じ
く
カ
ラ
オ
ケ
タ
イ
ム
と
な
り
、

次
々
と
エ
ン
ト
リ
ー
カ
ー
ド
が
出
さ
れ

大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
楽
し
い
ひ
と
時

と
な
り
ま
し
た
。

合
間
に
皆
さ
ん
で
集
合
写
真
を
撮
っ
て

福
山
協
会
か
ら
の
参
加
者
等
は
失
礼
し

ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
催
し
が
各
地

で
開
け
れ
ば
と
思
う
交
流
会
で
し
た
。

８

連
合
会
活
動
に
ご
協
力
を

私
達

福
山
市
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
、
現

在
会
員
の
会
費
と
市
の
補
助
で
、
厳
し
い
運
営
を
余
儀
な
く
し
て
お
り
ま
す
。
会
員

会
費
の
ほ
か
に
、
賛
助
会
員
制
度
を
設
け
広
く
ご
入
会
を
案
内
し
て
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。
（
団
体
は
何
口
で
も
け
っ
こ
う
で
す
）

個
人
賛
助

年
会
費

５
０
０
円

団
体
年

一
口

１
０
０
０
円

ご
協
力
は
連
合
会
加
入
の
各
協
会
か
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

福
山
市
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

事
務
所

福
山
市
佐
波
町
二
六
二-

三

福
山
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
内

電
話

０
８
４
・
９
６
１
・
４
７
３
３

神
辺
協
会
ふ
れ
あ
い
交
流
会
に
参
加
し
ま
し
た
！

今
回
の
発
行
時
は
新
年
度
の
各
行
事

が
行
わ
れ
お
伝
え
し
た
い
こ
と
の
多
い

時
期
な
の
で
頁
を
増
や
し
て
出
し
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
足
り
な
く
活
字
ば
か

り
の
紙
面
で
、
見
て
欲
し
い
写
真
も
あ

り
ま
し
た
が
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

広
島
県
障
害
者
陸
上
大
会
と
か
県
身

連
総
会
等
も
あ
り
ま
し
た
が
、
紙
面
の

都
合
で
割
愛
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

市
身
連
は
年
度
替
わ
り
に
役
員
改
選

も
あ
っ
て
法
務
局
や
県
庁
に
届
け
出
る

こ
と
も
多
く
、
特
に
理
事
会
が
変
則
的

で
あ
っ
た
た
め
処
理
の
未
だ
に
終
わ
っ

て
な
い
事
項
も
あ
る
よ
う
で
す
。

新
執
行
部
は
や
る
べ
き
事
の
確
認
か

ら
ひ
と
仕
事
あ
り
、
広
報
部
も
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
更
新
が
遅
れ
気
味
で
気
に
な
っ

て
い
ま
す
。

江
草
元
編
集
長
に
全
国
大
会
の
報
告

願
い
ま
し
た
が
、
さ
す
が
手
馴
れ
た
も

の
で
す
ネ
。

（
Ｍ
）

編
集
委
員
会
よ
り

福祉関係機関役職新任者ご紹介
福山市福祉部長兼福祉事務所

所長 神原 大造

福祉事務所 障がい福祉課サービス担当

相談員研修会で挨拶された 尾崎 課長

福山市社会福祉協議会

会長 橋本 哲之

福山市社会福祉協議会

事務局長 石口 智志

以上の各氏が今年から任につかれます。
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